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医療福祉建築賞 2022 募集要項 

 主催  一般社団法人日本医療福祉建築協会

 後援  厚生労働省(予定)

 一般社団法人日本医療福祉建築協会では，1991 年に厚生省

（当時）の後援を得て「病院建築賞」を創設し，1995 年より

名称を「医療福祉建築賞」と改めて，医療福祉建築の顕彰事業

を実施しております． 
  賞は，近年竣工した医療・福祉施設及び保健施設のうち，応

募のあったものの中から選ぶことになります．下記の要項に沿

って，ふるってご応募くださるようご案内致します． 
 
１．趣  旨 

  医療福祉建築賞は優れた医療福祉建築を顕彰し，それを広く

世に知らせることによって，これら施設の質の向上をはかるこ

とを目的として定めるものである． 
  優れた医療福祉建築とは，建築として質が高いことに加えて，

利用者ならびに職員にとって快適で使い勝手がよいことを条

件とする．すなわち中身と器が調和し，いずれにおいても優れ

ていることを意味するものとする． 
 
２．顕  彰 

  「医療福祉建築賞」若干点に対して，賞状・賞牌・銘板が贈

られる．また，企画，特定の部門計画，工事技術などが特に優

れている応募案があった際には，選考委員会でその内容を検討

し若干点に対して「医療福祉建築賞 準賞」として，賞状・賞

牌が贈られる． 
 
３．対  象 

  顕彰の対象となる施設は，2017 年（平成 29 年）４月１日か

ら 2021 年（令和 3 年）３月 31 日までの４年間に日本国内にお

いて新築，増改築または改修を行なった医療･福祉･保健施設な

らびにその関連施設とする． 
 上記条件に合致する限りにおいて，前回に応募し選外となっ

た作品の応募もさしつかえない． 
 なお，2020 年の募集が中止されたことにより，応募対象と

なる期間を変更している（通常の 3 年間を医療福祉建築賞 2020
の中止に伴い，対象期間を 1 年延長）． 
 
４．応募資格 

  応募者は，当該施設の開設者または管理者，設計者のどちら

でもよい．ただし，選考委員または委員の所属する組織が計画･

設計･運営に関与している施設は応募できない（当該施設は委

員の任期終了後に応募することができる）． 
 
５．選考のための提出資料 

(1) 所定の応募申込書ならびに建築概要書 
(2) 設計主旨 
(3) 図面  配置図･平面図･断面図など，大きさはＡ３判.                                                    
(4) 写真  15 葉程度とし，周辺環境がわかるものを含む               
   こと．また，室内については家具・機器等が設置され   
  ていること．大きさは任意． 
 上記 (1)～(4) をＡ３判クリアファイル１冊におさめて提出

のこと．なお，それらを 1 つのファイルにまとめてＰＤＦ化し

ＣＤ等に収めたデータを同時に提出のこと．保存時にデータサ

イズの縮小を心がけること.  
 ただし，本会会誌『医療福祉建築』に作品全体が紹介された

ものついては，(2)～(4)の一部について当該誌の提出をもってこ

れに替えることができる．この場合でも『医療福祉建築』に掲

載分も含めてデータを提出のこと． 
 
６．応募期日 

  2022 年８月 18 日から同年８月 31 日まで．当日消印有効． 
 
７．提出先 

  一般社団法人 日本医療福祉建築協会 
  住所  〒108-0014 東京都港区芝 5-26-20 建築会館 
  電話  03-3453-9904 FAX 03-3453-7573 
 
８．応募料 

  応募者は１作品につき 66,000 円（税込）を応募料として応

募時に納入する． 
 
９．選  考 

  選考は，以下の委員で構成される選考委員会によって｢趣旨｣ 
に沿った判断にもとづいて行なう．なお，選考過程で必要に応

じて現地調査を行なう．また，必要に応じて特別委員をおくこ

とができる． 
委員長 岡本 和彦（東洋大学 理工学部 教授） 
委 員 秋山 正子（㈱ケアーズ･白十字訪問看護ステーシ 
          ョン 代表取締役所長） 
委 員 河合 慎介（京都府立大学 大学院生命環境科学研究 
          科 教授） 
委 員 小松本 悟（足利赤十字病院 名誉院長） 
委 員 鳥山 亜紀（清水建設設計本部プリンシパル） 
委 員 南部谷 真（神経研究所附属清和病院 企画室長） 
委 員 山口健太郎（近畿大学 建築学部 教授） 
 
10．公  表 

  選考の結果は 2023 年３月末日までに応募者に通知するとと

もに,別途本会会誌に公表する． 
 
11．提出資料の取扱い 

  応募のために提出した資料は返却する．また，本協会がこの

事業の趣旨に則して提出資料を会誌に掲載，さらに図書の出版，

または展示などのために用いる場合，受賞者は無償でその使用

を認めることとする．なお，その際写真撮影者の記載を必要と

する場合は，あらかじめ応募の際に明記する. 

 

12. 新型コロナウイルス感染症(COVID-19)に関わる特記 

(1) 原則的には，コロナ禍での現地審査*の実施を含めてご理

解とご了解，ご協力をいただいた上での応募をお願いする. 
(2) 現地審査を行う際には，当該施設の新型コロナウイルス感

染症予防対策に準拠するとともに，委員は万全の感染予防

対策を講じたうえで訪問・実施する. 
(3) （当協会の判断による顕彰事業の中止）全国的に感染が拡 
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  大する状況や，緊急事態宣言等発令により現地審査の実施

ができないなど，審査に重大な影響を及ぼす事象が生じた

と当協会が判断した場合，今年度の顕彰事業を中止とする

ことがある. この場合は応募料を返金するとともに，23 年

度に応募対象期間外であっても再度応募することができる．  
(4) （応募者の事情による選考辞退）応募者の事情により現地

審査が実施できない場合は，選考辞退として扱い選考対象

から除外される．なお，この場合，応募料は返金しないが，

23 年度に応募対象期間外であっても再度応募することがで

きる． 
(5) このほか突発的な事態が発生した際には，応募者と当協会

とが個別に協議し判断する場合がある． 
  
*現地審査：書類選考を通過した作品に対して，10〜1月にかけ

て行われるものです． 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

応募書類は web でダウンロードできます。 https://www.jiha.jp 

※本賞に関するお問合せはメールにてお受けします。E-mail:office(at)jiha.jp ※(at)は@に置き換え 
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病院建築基礎講座／福祉建築基礎講座 開催案内（再掲） 

 恒例の標記講座を、昨年に続き本年も Zoom ウェビナーを利用した Web 配信（ライブ）にて開催

いたします。「建築基礎講座」は、主として初学者を対象に、基礎的な知識を平易に解説すること

をコンセプトとして、病院、福祉施設・高齢者居住などの最新情報や今日的話題を体系的に盛り込

んだ講義内容です。設計事務所等の新人研修をはじめ、これから医療福祉建築を手がけられる設計

者や、新築・増改築をお考えの施設関係者などにも広くご利用頂けますので、お誘い合せの上、ぜ

ひご参加ください。プログラムは５、６頁をご覧ください。 

 

 

 

 

記 

会  期 病院：２０２２年７月１１日(月)・１２日（火） 

     福祉：２０２２年７月１５日(金） 

会  場 Web 配信（ライブ） 

配信環境 Zoom ウェビナー 

  ※スマートフォン、タブレットで視聴の場合、Zoom アプリのインストールが必要です。 

定  員 200 名 

申込締切 病院：７月６日（水）／福祉：７月１２日（火）終日まで 

受 講 費 病院建築(２日): 一般 45,100 円、JIHa 会員 23,100 円 

（税込）    （Ａ会員の追加受講者 1 名につき 16,170 円） 

     福祉建築(１日): 一般 22,000 円、JIHa 会員 11,000 円 

（Ａ会員の追加受講者 1 名につき 7,700 円） 

     ※2019 年度課題研究報告書『医療施設の整備プロセスの諸課題に関する研究』（A4 判冊

子 93 頁、4,400 円・税込）は別途 https://www.jiha.jp/issuing/researchreport/よ

りお申し込み下さい。 

     ※Ａ会員で複数の受講者がいる場合、2 人目からは追加受講者価格となります。その場

合、申込人数分のアカウントを発行し、テキスト（PDF）も人数分配布します。 

     ※学生向けの料金設定もございます。教育機関に所属の B 会員（個人会員）からのお申

し出により所属学生の方に特別価格で受講して頂けます。詳細は事務局にお問い合わ

せください。（社会人学生を除く） 

申し込み １）下記 URL よりお申し込み下さい。（イベントペイについて：詳細５頁目） 

      病院：https://eventpay.jp/event_info/?shop_code=0610834174919284&EventCode=5521717515 

      福祉：https://eventpay.jp/event_info/?shop_code=0610834174919284&EventCode=2591020106 

     ２）キャンセルについて：５頁をご覧ください。 

      ■ コンビニ・ペイジーでの支払いの場合、期日までに支払が確認されない際は自動

キャンセルとなります。 

      ■ クレジットカード払いを含め、入金後のキャンセルはできません。（資料はお渡し

します。） 

     ３）Zoom 接続用 URL および資料は、受講者の E-Mail アドレスにお送りします。 

見逃し配信 講座終了後、見逃し配信を行います。（10 日程度で調整中です。別途お知らせします。） 

講義ごとに聴講していただけますので、ネットワークの不調、離席などで聴講できなか

Web 配信による本講座の特徴 

 ○遠方の方でも受講がしやすい：旅費が不要で受講費のみで受講が可能です。 

 ○講師と参加者の双方向性の確保：チャットにて講義中や終了後に質問を受け付けます。 

 ○後日見逃し配信：指定された日にオンデマンドで当日の講義内容を視聴できます。 

 ○Ａ会員（法人会員）向け割引：複数人での参加に適した受講費（テキスト込）を設定しています。
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った部分を補完いただく機会としてご利用ください。なお、オンデマンド配信の聴講は

建築 CPD、医業経営コンサルタント協会の登録の対象とはなりませんので、ご注意くだ

さい。 

 

 

※本講座に関するお問い合わせは、メールにて事務局（office(at)jiha.jp）宛にお願いいたしま

す。※(at)は@に置き換えてください。 

 

       日本医療福祉建築協会事務局 〒108-0014 東京都港区芝 5-26-20 建築会館 

TEL: (03)3453-9904  E-MAIL: office(at)jiha.jp ※(at)は@に置き換えてください。 
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病院建築基礎講座 2022 プログラム 

7 月 11 日(月)  

9:30～11:00 
全体計画 
病院建築の構成と計画のポイントに

ついて解説します。 

筧 淳夫 （工学院大学 建築学部 教授） 

11:10～12:10 

病院の施設基準 
医療施策の動向や施設基準の留意点

に加え、施設整備に適応できる主な

補助金などについて解説します。 

鳥山 亜紀 （清水建設 設計本部 プリンシパル） 

13:10～14:40 
病院のデザイン 
将来の姿を見据えた病院建築のデザ

イン手法について解説します。 

宮本 一平 
（山下設計 建築設計部門 第 1設計部 

部長） 

14:50～16:30 

感染管理 
病院の建て替え・改修における感染

対策上の留意点について解説しま

す。 

郡 明宏 
（鹿島建設 建築設計本部 建築設計統括

グループ 専任マネージャー） 

「全体計画」参考資料： 2019 年度課題研究報告書『医療施設の整備プロセスの諸課題に関する研究』（頒価 4,400 円）

7 月 12(火)  

9:30～10:30 

外来・救急の計画 
今後の外来・救急でやるべきこと、

やめるべきことは何かについて解説

します。 

岡本 和彦 （東洋大学 理工学部 教授） 

10:40～12:10 

診療部の計画 
診療活動の中心となる検査部・手術

部などの役割と建築に求められる要

件について解説します。 

小菅 瑠香 （芝浦工業大学 建築学部 准教授） 

13:10～14:40 

供給部の計画 
物流支援ロボット、経営管理 

物品管理の実務に即した建築・設備

の考え方を解説します。 

石橋 達勇 （北海学園大学 工学部 教授） 

14:50～16:30 

病棟の計画 
病棟計画の種類や看護マネジメント

と合わせた計画等について解説しま

す。 

渡辺 玲奈 
（竹中工務店 医療福祉・教育本部 

専任課長） 

（社）日本医業経営コンサルタント協会「医業経営コンサルタント」継続研修：10.5 時間(予定) 

建築ＣＰＤ（継続能力/職能開発）情報提供制度認定プログラム 

＊敬称略、タイトル・講師は変更されることがあります 
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福祉建築基礎講座 2022 プログラム 
7 月 15 日(金) 

9:30～11:00 
高齢者施設の計画 
高齢者施設の構成と計画・設計のポ

イントについて解説します。 

山口 健太郎 （近畿大学 建築学部 教授） 

11:10～12:20 

福祉施設のデザイン 
地域との共生を目指した障害者・子

ども・高齢者施設の事例を解説しま

す。 

金野 千恵 
（京都工芸繊維大学 建築学専攻 

特任准教授，teco 主宰） 

13:20～14:50 

子ども施設の計画 
保育所・幼稚園・認定こども園の保

育の現場と計画・設計について解説

します。 

藤田 大輔 （福井工業大学 環境情報学部 准教授）

15:00～16:30 

障害者施設の計画 
障害者の居住環境や生活環境の計

画・設計のポイントについて解説し

ます。 

 

松田 雄二  
（東京大学大学院 工学系研究科 

准教授） 

（社）日本医業経営コンサルタント協会「医業経営コンサルタント」継続研修：5.5 時間(予定) 

建築ＣＰＤ（継続能力/職能開発）情報提供制度認定プログラム 

＊敬称略、タイトル・講師は変更されることがあります 

 

主 催 一般社団法人 日本医療福祉建築協会 

会 場 WEB 配信（ライブ） 
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Web 決済システム「イベントペイ」の導入について 
 
 月例事業、及び講座、フォーラムの参加申込みや参加費の支払いを Web 上で受付、管理できる決

済システム「イベントペイ」を導入いたしました。 
 なお、「イベントペイ」を利用しない事業を行う場合には、開催案内にその旨を記載いたします。

 
 「イベントペイ」による参加申込み等については下記をご確認ください。 
 

１．受講費支払方法について 

①クレジットカード決済（現在使用不可） ②コンビニ決済 ③ペイジー決済（簡単銀行決済）よ

りご選択いただけます。②、③のお支払期限は申込日＋７日間となります。 
 

２．請求書発行について 

「イベントペイ」により受付をする事業については、原則として請求書の発行はいたしません。勤

務先等へのお手続きには領収書をご利用ください。ご理解の上、ご協力いただけますようお願い申

し上げます。 
 

３．支払期限について 

受講費支払期限は原則として「申込締切日まで」となります。支払期限までに入金がない場合、自

動的にキャンセルとなりますのでご注意ください。申込締切日直前にお申込みの場合、お支払い期

限までの日数が少なくなりますので、余裕を持ってお申し込みください。 

※資料の送付はお支払い確認後となります。 

 

４．システム利用料について 

事業の参加費とは別に、システム利用料 220 円（税込）を参加者にご負担いただきます。 
 

５．領収書発行について 

領収書は決済完了メールに記載の URL より、参加者ご自身で取得いただけます。 
 
 

一般社団法人 日本医療福祉建築協会 事務局
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「マイページ」へのメールアドレス登録のお願い 

７月より、会員へのニューズレター「INFORMATION FROM JIHA」の配信先を、会員情

報管理システム「マイページ」にご登録のメールアドレスへと変更いたします。 

６月１日の INFORMATION FROM JIHA メール概要版の配信後に、７月よりお送りする新

しいメールアドレスへテストメールをお送りします。テストメールが届いていない方は

「マイページ」にてメールアドレスのご登録を確認ください。 

また「マイページ」への接続に必要な会員番号とパスワードがご不明な方は、３月に

お送りしている会費請求書および同封のご案内文書にてご確認ください。 

 

 ご不明な点等ございましたら、協会ホームページのお問合せフォーム、または直接メ

ールにて事務局までご連絡くださいますようお願いいたします。  

定期総会資料のホームページ掲載について 

５月２０日（金）に実施しました第１２回定期総会の資料、および決議事項通知を協

会ホームページ内の会員専用ページに掲載しました。 

なお、会員専用ページのパスワードは、６月１日に会員宛に配信しました INFORMATION 

FROM JIHA６月号メール概要版にてお知らせしておりますので、ご確認ください。 

 

 メールの不達等ございましたら、協会ホームページのお問合せフォーム、または直接

メールにて事務局までご連絡くださいますようお願いいたします。  
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病院事業者向け建築講座 ～施設整備をお考えの方に～ 開催案内（再掲） 

病院建築の更新は、これまでの医療の提供体制・業務内容・財務状況を見直し、自院ならではの付加

価値を生み出し、地域に選ばれる病院へと生まれ変わるための絶好の機会です。 

このたび下記のように、施設整備を計画中である病院の管理者・施設整備ご担当者等を対象として、

「病院事業者向け建築講座 ～施設整備をお考えの方に～」を開催します。今年度は、これからの急性

期病院に求められるもの、診療部の運用と計画、新病院建設におけるトップマネジメントの役割、建て

替え・計画にあたって理解しておくべき法規、病棟の運用と計画、をプログラムとして採りあげます。

施設整備・計画にあたって重要な事項を、コンパクトにまとめて講義する内容となっています。 

お誘い合せの上、是非ご参加ください。 

記 

会  期 ２０２２年６月１１日（土曜日） 

会  場 WEB（ライブ）配信 ※後日見逃し配信あり 

配信環境 Zoom ウェビナー ※PC（ブラウザでの視聴も可能）／スマートフォン／タブレット 

定  員 200 名 

申込締切 ６月３日（金）終日まで 

受 講 費 JIHA 会員 11,000 円 一般 22,000 円（税込）※2019 年度課題研究報告書(4,400 円)は別途 

     ※イベントペイ利用によるシステム手数料が別途２２０円（税込）かかります。 

対  象 病院に勤務する方、及びその方と帯同する建築関係者に限ります。 

     勤務先確認書類のご提出をお願いする場合があります。 

※建築関係者の方の単独でのご参加はお断りします。 

申し込み １）下記 URL よりお申し込み下さい。（イベントペイについて：詳細７頁目） 

       https://eventpay.jp/event_info/?shop_code=0610834174919284&EventCode=P258262179  

     ２）キャンセルについて：７頁をご覧ください。 

      ■ コンビニ・ペイジーでの支払いの場合、期日までに支払が確認されない際は自動キャンセル

となります。 

      ■ クレジットカード払いを含め、入金後のキャンセルはできません。（資料はお渡しします。） 

     ３）Zoom 接続用 URL および資料は、受講者の E-Mail アドレスにお送りします。 

見逃し配信 講座終了後、見逃し配信を行います。（10 日程度。日程は調整中です。別途お知らせします。） 

     講義ごとに聴講していただけますので、ネットワークの不調、離席などで聴講できなかった部分

を補完いただく機会としてご利用ください。なお、オンデマンド配信の聴講は建築 CPD の登録の

対象とはなりませんので、ご注意ください。 

 

日本医療福祉建築協会事務局 E-MAIL: office(at)jiha.jp (at)は@に置き換えてください。 
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病院事業者向け建築講座 ～施設整備をお考えの方に～ 

プログラム 

2022 年 6 月 11 日(土曜日)  9：00 開場 

9:30～11:00 
これからの急性期病院にもと

められるもの 
筧 淳夫 （工学院大学 建築学部 教授） 

 医療を取り巻く環境の変化に基づく、施設整備費の考えた方、施設環境の質の評価、安全管理、マネジメ

ントなど、いま求められる急性期病院の施設環境整備のポイントを解説します。 

 参考資料：2019 年度課題研究報告書『医療施設の整備プロセスの諸課題に関する研究』（頒価 4,400 円）

11:10～12:10 診療部の運用と計画 小林 健一 
（国立保健医療科学院 医療・福祉サ

ービス研究部 上席主任研究官） 

 診療活動の中心となる検査部・手術部などの役割と建築に求められる要件を整理し、今後の外来、救急、

通院治療に求められる運用と建築計画のポイントを解説します。 

13:10～14:10 
新病院建設におけるトップマ

ネジメントの役割 
松本 裕史 

（埼玉医療生活協同組合 羽生総合病

院 院長） 

 新病院移転新築にあたって構想の立案から開院まで、建築上でのこだわりや苦労した点、配慮した点など、

トップマネジメント経験についてお話しいただきます。 

14:20～15:20 
建て替え・計画にあたって理

解しておくべき法規 
郡 明宏 

（鹿島建設 建築設計本部 建築設計

統括グループ 専任マネージャー） 

 医療法等による施設基準、診療報酬上の基準、補助金などによる基準から具体的な医療施設関係各種施設・

設備補助金に係る事業計画に至るまで、建て替え・計画にあたって理解しておくべき法規について、解説

します。 

15:30～16:30 病棟の運用と計画 小菅 瑠香 （芝浦工業大学 建築学部 准教授）

 在院日数の短縮、入院患者の重症化の背景と共に、病室の個室化、プライバシーの確保、看護単位、看護

拠点、設備など各種病室、病棟計画にポイントを解説します。 

建築ＣＰＤ（継続能力/職能開発）情報提供制度認定プログラム（予定） 

＊敬称略、タイトル・講師は変更されることがあります 

 主 催 一般社団法人 日本医療福祉建築協会 

 会 場 WEB 配信（ライブ）  
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「会友」制度について 

平素より、当協会の活動にご協力頂きありがとうございます。 

当協会は、医療福祉施設の質の向上を目的として活動をしております。優れた医療福祉施設

は、建築としての質が高いことに加えて、使う側にとって快適でなければなりません。作る側

と使う側が一体となって優れた施設が生まれるものと思います。 

そこで、平成 24 年に病院事業者を対象とした「会友」制度を発足させました。７頁目の「病

院事業者向け建築講座～施設整備をお考えの方に～」を受講された病院事業者は、「会友」とし

て、その年度内は会員と同様の特典を受けられることとします。当協会の活動にご参加いただ

き、病院建築に係る様々な知見を広く共有していただければと思います。 

会員の皆様におかれましては、趣旨についてご理解いただくと共に、お知り合いの病院事業

者者の方々に当制度をお知らせいただければ幸いです。 

詳細は当協会のホームページ(https://www.jiha.jp/admission/ )下部をご覧ください。 
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寄贈書籍紹介 

協会へ寄贈された書籍をご紹介します。 
 

◇『病院覚え書き』第 3 版 

 

内 容：「病気が同じであれば、自宅で療養する病人よりも病院に入っている病人のほう

が死亡率が高い」という事実を見出したナイティンゲールは、本書の冒頭に「病

院が備えるべき真に第一の必要条件は、病院は病人に害を与えないことである」

という有名な一文を記しました。 

    戦地クリミアで英国軍病院の恐るべき実態を目のあたりにした経験から、病院と

はどうあるべきか、いかに管理されるべきかを示した、『看護覚え書き』と並ぶ

ナイティンゲールの代表的著作、本邦初の完全翻訳版です。 

https://www.jnapc.co.jp/products/detail/3976  

著 者：フロレンス・ナイティンゲール 

 訳 ：小玉香津子 

発 行：日本看護協会出版会 https://www.jnapc.co.jp/  

発売日：2022 年 5 月発行 

頁 数：A5 判 208 頁 

 

 
～・～・～・～・～・～・～・～・～・関連情報・～・～・～・～・～・～・～・～・～・ 

2022 年度第 1 回施設・環境・設備安全セミナーご案内 

 日本医療機能評価機構の認定を取得した病院により構成されている「認定病院患者安全推進協議

会」の施設・環境・設備安全部会では、医療スタッフに与える影響にも配慮した作業環境を構築す

ることで、より高い患者の安全性に繋がると考え、事例収集やセミナーの開催を行っています。 

 今回のセミナーは、2021 、2022 年度に収集した「物的環境に関するインシデント・アクシデン

ト事例」の中から特に会員病院間で共有したい事例を取り上げ、３事例発表していただきます。 

全体協議の時間では、パネリストや参加者を交えて対策や経験の共有を行います。皆様の病院の施

設環境の改善の参考に役立てられる内容となっておりますので、ぜひご参加ください。 

 

 詳細は次ページ以降をご覧ください。 

 






